
平
成
十
八
年
十
月
二
日
提
出

質

問

第

三

六

号

「
三
島
返
還
」
に
つ
い
て
の
イ
ズ
ベ
ス
チ
ヤ
紙
報
道
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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「
三
島
返
還
」
に
つ
い
て
の
イ
ズ
ベ
ス
チ
ヤ
紙
報
道
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

二
〇
〇
六
年
九
月
二
十
九
日
付
産
経
新
聞
は
、
「
日
本
が
三
島
決
着
の
用
意
」
と
題
し
、

「
ロ
シ
ア
の
親
プ
ー
チ
ン
政
権
派
有
力
日
刊
紙
イ
ズ
ベ
ス
チ
ヤ
は
二
十
八
日
、
一
面
ト
ッ
プ
で
安
倍
晋
三
首
相
率
い
る
新

し
い
日
本
政
府
が
北
方
領
土
問
題
で
ロ
シ
ア
に
対
し
譲
歩
し
、
『
三
島
返
還
』
で
決
着
を
図
る
用
意
が
あ
る
と
大
々
的
に
報

じ
た
。

『
島
を
分
け
る
と
き
が
き
た
の
か
？
』
と
の
見
出
し
を
掲
げ
た
同
紙
は
、
麻
生
太
郎
外
相
が
二
十
七
日
、
北
方
領
土
問
題

に
つ
い
て
『
こ
れ
以
上
、
二
島
か
四
島
か
で
勝
ち
負
け
を
議
論
し
て
も
ら
ち
が
あ
か
な
い
。
双
方
が
譲
歩
し
な
け
れ
ば
解
決

さ
れ
な
い
問
題
だ
』
と
発
言
し
た
と
紹
介
し
、
日
本
が
『
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
動
き
を
見
せ
始
め
た
』
と
し
て
い
る
。

（
モ
ス
ク
ワ

内
藤
泰
朗
）
」

と
の
内
容
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
外
務
省
は
右
記
事
を
承
知
し
て
い
る
か
。

二

在
ロ
シ
ア
連
邦
日
本
国
大
使
館
は
、
一
で
言
及
さ
れ
た
二
〇
〇
六
年
九
月
二
十
八
日
付
イ
ズ
ベ
ス
チ
ヤ
の
記
事
（
以
下
、

「
イ
ズ
ベ
ス
チ
ヤ
記
事
」
と
い
う
。
）
を
公
電
で
外
務
本
省
に
報
告
し
て
い
る
か
。
報
告
し
て
い
る
な
ら
ば
当
該
公
電
の
到

着
日
、
時
、
分
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

一



三

「
イ
ズ
ベ
ス
チ
ヤ
記
事
」
の
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

「
イ
ズ
ベ
ス
チ
ヤ
記
事
」
で
報
道
さ
れ
た
内
容
は
日
本
政
府
の
見
解
を
正
し
く
反
映
し
て
い
る
か
。

五

「
イ
ズ
ベ
ス
チ
ヤ
記
事
」
に
関
し
て
、
外
務
省
は
イ
ズ
ベ
ス
チ
ヤ
紙
に
対
し
て
何
ら
か
の
働
き
か
け
を
し
た
か
。

六

二
〇
〇
六
年
九
月
二
十
七
日
に
麻
生
太
郎
外
務
大
臣
が
行
っ
た
「
『
二
島
で
も
駄
目
だ
し
四
島
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と

い
う
こ
と
な
ら
三
島
か
』
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
」
（
同
年
同
月
二
十
八
日
の
坂
場
三
男
外
務
報
道
官
発
言
）
が
日
露
関
係

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
と
外
務
省
は
分
析
、
評
価
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


